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1「 中級」 とはどんな段陣か
「中級教材 とその教授 法」 について述ぺ るには,ま ず 「中級」 とは どの
よ うな段階であ るか を明 らかに しておかなければな らない。一般 には,「ご
くや さ しいのが初級 で,む ずか しいのが上級,そ の中 問が中級」 とい うよ
うに,簡 単に受 け とられ ることが 多い よ うだが,こ れではあま りに漠然 と
していて,中 級 の範 囲や性格が明確 でない。 「や さ しい」 とか 「むずか し
い」 とかい うことが,何 について言 われ るか も問題 だが,そ れ よ りも,3段
階 のそれ ぞれについ て,他の段階 と比べ て 「むずか しい」「や さ しい」 とい
うことは,厳 密 に言 えば,な いの では ないか と思 う。
目第1の 段階の学 習を修 了 し紅 ものにと?て は,第2の 段階 が特 にむずか
しい とい うことはないはずである。第 早の段階 はその よ うに設計 され てい
なければ ならない もので ある。す べての学 習が そ うであるぶ.うに,語 学 の
学習もは じめか ら最高 の 目標に向 って まっしぐらに進 んでも,効 果は あが
らない。 中途 で挫折 して しまうのがおちである。そこで,ま ず 比較的 容易
に到達できる当面 の 目標 を立てて,そ れに向 って進む。 その 目標 に到 達 し
た とき,ま たつぎの新 しい 目標 を立 てて進む とい うふ うに,い くっ かの 目
標 を設けて進 むのが合理的な方法 とされ てい る。
この よ うに してひ とつの 目標に達するま での学習をひ とつ の段階 とみ
て,そ れぞれに便宜 な名称がつけ られ ている。 「中級」 とい うのは この よ





よる授業 を受け,試 験に合格 して卒業するに要する日本語能力を得ること
を最終の目標として,中 級の目標をつぎのように設定する。








目現缶 国内 ・国外で広 く使われている 日本語教科書で,体 系的に編まれ
たものについて,そ のシリーズの うちのどの部分を中 級と見るか,ま た,
その部分では どの程度の材料が使われているかを紹介 してお く。
[1]長沼直兄著 「再訂標準 日本 語読 本」 巻a巻3(昭 和39年8月25日
再訂版)
凡例 による と・r第2巻 は さらに進 んだ音声言語 の基礎資料の提示 を 目
的 とし,新 出漢字 は350である」 と記 され てい るがぞ この巻 の30課 の 中
には,「留学生 日記」,「漢字」な ど外国人向 け の もの のほ か に,「孟子」,
「ア ラビア馬」,「貨幣」,「近世の大発明」,「富士登 山」,「青の洞門」な ど,
「右ある」体 の文章 に よる ものが12課 はい ってい る。その 中には戦前 の小
学 国語読本 で習 った覚 えのあ るもの もあ る。 この第2巻 とつ ぎの第3巻 を
中級教材 とみ な していいと思 う。
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第3巻 は 「日常の音声 言語 より口語体 文字言語 に進 む段 階の資料 を主 と
し,新 出漢字 は350で あ る」 と あ る。 内容 は,菊 池寛 の戯 曲 「父帰 る」,
「時 の氏神」 の2篇 と 「雑談」 とい う課 のほかはすぺ て 「である」体 の文
章で,「衛 生」,「教 育」,「統計」,「目本の気象」(藤原 咲平),「 日本文化
の特色」(本荘可 宗),「世界の航路 」,「国会」,「日本 の総説、ド 「国防」 な
どの課 がある。
[2]国際学友会 目本語学校編 「日本語 読本」巻2(昭 和37年10月1日
改訂版第4刷),巻3(昭 和36年8月1日 改訂版 第3刷)
巻2の あ とが きに 「内容は,あ い さつ,対 話,座 談会,手 紙,電 報,目 記,
紀行,ラ ジオ放送,新 蘭記事,日 本事情 など,言 語生活が 円滑 に営 まれ る
よ うな能力 を養 うに必要な言語場面 を多 く提出 し,(中略)童話,物 語,科
学読物 な ども取 り上 げ,こ れ によ って,ま た読書意欲 を高 めるのに役 立た
せよ うと した。」 とある。 また 「読解 に際 しては,不 明の文字・ 語句は 辞
典 を十分に利用 して,で きるだけ各 自で解 決できるよ うな能力,習 慣の養
成 をも意図 した。」 とあるのに呼応す る 「辞典の引 き方」 とい う課 を設 け,
国語辞典,漢 和辞典 の ペー ジの見 本をのせ て,引 き方 を 教 えてい るのは
注 目に価す る。 ハーパー ド大学 の ヒベ ッ ト・板坂編著 「目本現代文読本」
(工965年)にも,「辞書 につ いて」 「字典の引き方」 とい う課 があ る。
巻3は 「内容は,小 説,戯 曲,ラ ジオ放送,新 聞記事,目 本事情,伝 記,
科学読物 な どと,そ の領域 を広 めた。 これ によって,言 語生 活の基 盤の完
成をはかる とともに,将 来 日本 の大学その他 で学 習を続 けよ うとする学習
者に対 しては,よ い手がか りとなる よ うに深 い考慮 を払 った。」とあ り,こ
の巻では,「いろい ろな書式」は別 と して,生 の教材が 多 く,第!課 雨ニ
モ マケズ(宮沢賢 治)か ら第32課 小僧の神様(志賀直哉)までの問 に,小 川
未 明,相 馬御風,服 部静夫,永 井隆,百 田宗治,芥 川竜之介,武 者小路実




二れ は全巻 ほ とん ど生 教材 で 占めてい る。 出所 の明記 され てないのは,
『目本昔話」のみ で,そ のほか は,全 部生 ものばか り、学者,文 学者,ジ ャ
ーナ リス トな どの著 作か ら・ 比較 的平 易な部 分 を抜葦 した ものであ る。.内
容 は大学の一般教育課程 の ように,学 生 の教養 と して必要 なあ らゆ る方面
に及んでい る。 目次順 に拾 い出 してみ る と,「 日本昔話 につい て」 坪田譲
治,「眠 りの読本」時実利彦,「愛 き ょうの ある風景 」門田勲,「少年 と子だ
ぬき』佐 々木たづ,「ぼ くは うなぎだ」金 田一春 彦(「日本語の生理 と心理ゴ
よ り),「睡眠 と勉強」(暮 しの手帖よ り),「うばすて 山」関敬吾,「千 曲川
の スケ ッチ」島崎藤村,「菜の花 と小娘」志 賀直哉,「スズ メ」内田清之助,
「日本の魚」(小学校社会科教科書 よ り),「性 格」宮城 音弥,「音 とはJ小
松清,「 日本 の水 資源」 高橋 浩一郎,「 ロザ リオ の鎖」 永井隆,「 茶 わんの
湯」寺 田寅彦・「光源 氏の一 生」 池田弥三郎,「 ビル マのたてご と」竹 山道
雄,「日本の植物」森谷憲,「入類 と家族 と法律」 中川善之助,「短歌 を味 わ
お う」窪田章一郎,「一 粒の真珠」小川未 明,「フ ランス絵画における浮 世
絵の影響 」 中井宗太郎,「マル コフ過程」矢野 健太郎,「三重苦 にかか った
ヘ レン ・ケ ラー」 雷 中巌,「生 まれに よる差別」宮沢俊義,「習慣 の相違」服
部四郎(「言語学 の方法」 よ り)「目本の漢 字」吉沢典男 とじつに多彩 であ
る。そのほかには朝 日新聞の 「きの うきょう』(鵜飼信成ほか),サ ンデー
毎 目な どか ら聖書まであ って 至れ り尽せ りであ る。
以上に述べた ところに よって,中 級教 材 と見 られ るものが,どg程 度の



























当用漢字 の1850字 に比べ て,1,000から1,250とい う数では一般目
の読み ものを読 むのに不 自由す るのではないか とい う疑問がお こるこ
とと思 うが,国 立 国語研究所報告22「 雑誌90種 の 用語用 字」第2
分冊漢 字表 によ る と・ 調査標本 と して取 りあげた3,328字中使用度
数の順位 で1,288位までの字が,全 体 の延べ使用度数 の98,6%を 占
めている・ した がって・教材 中の漢字の選択が よ くで きていれ ば,中








4・練 習帳 新 出語 の同意語,反 対語,対 照語,語 句 の用法,漢 字 の
読み書 き,文 の理解,表 現 などの練習 を与 える。













目第1部 と第2部 に分け,第1部 はすべて書きおろしとした。第2部 は一
般の図書,雑 誌,新 聞,公 用文などから取 弘 表記法を一定にするため
に,多 少の文字づかいを修正 したほかはすべて生のままとした。





1.校 内を案 内 して(会 話 ・です ます)
























大学の年中行事(説 明 ・です ます)
下宿 さが し(日 記・・だ)
電話連絡(会 話 ・だ,で す ます)目
II東 京 のよ うす
果 京 の交通機関(説 明 ・です ます)
デパー ト(イ ンター ビュ ・です ます)
官 庁街(説 明 ・である),
東 京の移 りか わ り(説 明 ・である)
東 京の食べ物(説 明 ・だ)
東京の文化施設(説 明 ・だ)
1∬ 日本人の生活
つゆ どきの暮 ら し 〔講演 ・です ます 〉
日本人の衣服(説 明 ・である)
目本人の食生活(手 紙 ・です ます)・
これか らの敬語(公 用文 ・である)
諾研 中級教材第2部
1科 学的 な読み もの
プ ラス ・マイナス ・ゼ ロ 坪井忠二(雑 誌 「心」)
13日の金曜 日 朝 日新 聞 「季簾風」
1工 日本のこ とにご
代名詞 もい ろい ろ 永野賢 「たの しい国譜」(朝 日新聞)
チ ャ ック 朝 目新聞 「季節風」
五十歩百歩.渡 辺紳一郎 「古典語典」
ウソのいろいろ 金 田一奏彦 「言葉 の魔術』
人 問を作るこ とぱ 大野晋 「日本語の年輪」
あいまい語 江木武彦 「会話成功法」
お りにふれて(手 紙 とはがき)
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III日本の風土


















高1教 養 ブ ックス
朝 目新 聞'「職場パ トロール」







i.偽 りの笑い'夏 目漱石 「硝子戸の 中」
2.茶 席 にてr川 端康成 「千羽鶴、
3."つ ん どく"論 串 田孫一 「私の"つ んど く')論」(朝
日新 聞〉
4.竜 安寺の石庭 中村直勝 「京の魅力」
5.都 会 とい なか 「寺田寅彦 随筆集 ・田園雑感 」
6、上方の味 ・江戸の味 辻嘉一(暮 しの便利帖〉
7.二 つの反応 湯川秀樹 早大科外講演 「原 子物理学
の趨勢」(「高遠」第2集)
8.日 本 のホテルを もっ と安価 に 朝 日新 聞 「天 声人語」
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[21文字について
当用漢字表,同 補正案,入 名用漢字別表,当 用漢字字体表,音 訓表に従
って,ふ つう漢字で書かれることばは,す べて漢字:で書 くこととした。他
の目本語教材は教材 としての特殊性から・慣行を無視 して熟語や固有名詞
をひらがなまたはひらがな漢字まじりで書いている場合 があ る。 た とえ
ば,
お(追)っ手 。 帰 り1とは ま(浜)を通 る と。 比か く(較)。 東 がわ!側)。 う
(請)け合 う。 お 蝋 織)物 。不ゆかい(愉快)。右て(手〉に。 じょうは つ(蒸
発〉。 け っ しょう(結晶)。八 まん 〔幡)宮。せ き(開)が原。
この ような 日本誇 として見慣れ ない文字 づかいは一切 しな い こ と に し
た。
第1都 では各課ご と に初 出の漢 宇はす べ てふ りが なをつけた。 理 歯 は
V工 の(2)に 述 べた とお りである。 これは中国語系学生 の揚 合に も有 効
であ る。 中国語系学 生は漢字の意 味がわかる ところか ら読み方 を無視 して
理 解のみに走 る傾向があるが,ふ りがなによ って読 参方への注意 をひ くこ
とがで きる。なお,漢 字 や熟語の意味について も,中 国語 と 日本語 とでは
一 致 しない も の が 少 な くないが,そ の ことについては、 この講座 の第1
分冊に大村益夫講師の 「中国人 ・朝鮮 人に対す る漢字語彙教 育 について」
があ る。
漢字表 で筆順 を示 した ものは読み書き と もにその課 で 覚えるべき字で,
その他は 当座読めればよい と し,後 日,書 くべ き字に繰 り入れ るものであ


















一般的な固有名詞に,で きるだけ慣れさせるように配慮 した。 特に清水,・









うことはないはずである。 もっとも,そ のためには,新 出語句の発音 ・ア
クセントが正 しく示 されていなければならない。本文を録音 したテープを
使用できれば,い っそう効果的である。ぜひともそうしたいものである。
基本文型,基 本語彙 を習得.しているはずだから,単語表の助けをか りて
本文の読解 はある程度できるはずである。
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自習に際 しては・一語一句の意味にとらわれるこ とな く,文の大意の把
握に努めさせる。教室の授業に出席するまでに,.新宇,新語について調べ,
本文の読み方を練習 し,大意 をつかむ とい う予習はぜひともさせなければ
ならない。 もしそれだけの官習が 自分でできない場合は,そ の学習者はま
だ初級の学習が完了 していない・言いかえれば中級に進む資格がない とい
うことである。 もし・初級の課程をふつ うに終了 した学習者にも,予習が
できない教材だとしたら,教材が不適 当とい うことになる。
正21新出語 句の説明について
教室 では新語 の意味 を訳語 によ らず,目 本譜 で説 明 し,特 に意味の範 園
や用法 に問題 のある ものについて は,前 もって用意 した例来や用例 を示 し
て,具 体的 に解説す る。
罪習の同意話 反対語・対 照語が あれ ばそれ を示 して意味の把握 を確実
にす る。類語 との差 異,関 連語な ども必要 に応 じて与える。
た とえぱ,新 語 と して 「気圧」 とい うことばが出た とす る。「圧」 と な
「力で押 しつけることJで あると,動作 も.まじえて説 明する。気圧 とは大気
が物に加え る圧 のカー 「圧力」 であ ること。水の圧力 な ら 「水圧」,血の
圧 力な ら 「血圧茸 とい う。また,高 気圧 ・低気圧 とい う派 生的 な対 照語 を
与 える。類語 として・重九 引力な ども説 明すれば理解でき・ これ ら一連
の ことば を連想 によ って記憶する ことがで きよ う。
「気圧」 などとい うことは,学生がすで に母国語では知 っているこ とが ら
で,こ の ことばに対応す る母国語 をも って くれ ば,わ けな く理解 され ると
思 われ る。 しか し,そ れ では・「気圧 」の訳語が分 っただけで,こ とばの体
系の中で 「気圧」とい う語 を把握 した ことには ならない。 どんな場合 で も,
授 業 と しては,対 訳 によ らず,日 本語 で語釈 を与え るとヤ・うことが 中級 の
授 業 と しては重要 な ことであるD1
上にあげた単語の よ うに,定 義が明確な術語の蝪合 は,対 訳 も完全 に対
応す るが・ 日本語 とその訳語が,意味範囲や用法 を異にす るものの場合 は,
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対訳を与 えたぱか りではす まない。 そのよ うな ことばの方 が 多 い の で あ
る。た とえぱ,「陸」の対訳はIandと され ているが,英 語 のlandの 包
括す る意 味 と 「陸」 の意味 は一致 しない。陸は海 に対する陸,空 に対す る
陸で,1andのよ うに,風 土,領 域,地 方,ま たlandsで地所,な どの よ
うな意味 をもたない。 「陸」は大陸,陸 上競技,陸 軍,な ど の造語要素 と
なる誤,こ れ らの英訳 にはIandと い う語は使われない。ま た,Iandは
toland・と動詞 になるが,陸 はそれ 自体動 詞にはな らない。 「陸揚 げす る」
と言 い,魚 市揚 では 「水揚 げす る」と言 う。 また 「上 陸す る一,「着陸す る」
と使 い分 ける。 このよ うな例 はいちいちあげれば際限がない。 「のむ」 は
すべて 「かまず に 口か ら体 内へ(胃で も,肺 でも,頭 でも)入れ る こと」 で
あ り,「なおす」は 「直 くなす」す なわち正常の状 態にす るこ とである と説
明 するこ とによ って,学 生 は訳 語による混乱 をさけ,こ とばの意味を理解
す るこ とが可能 となる。 その上,そ の ことぱの意味範 囲 と用 法まで も習得
で きるのである。 中級 ではこのよ うな解説 が必要である。
訳語 で問題 となる ものに 「たたみ」 「のれ ん」 のよ うな 日本 的な ものの
訳 がある。amat,aJap蹴esema亡,ashoP-curtalnでは不十分 ある。 た
たみの材料,用 途,そ して大 劉なこ とは寸 法,そ れ に よって和 室の面積 を
表 わす こ とまで説 明 しなければ ならない。 「のれん」も,のれ んがただの装
飾 では な く・店の信用 と伝統の象徴 であるこ と,「のれんが古いJ「のれ ん
を分け る』 「のれ ん街」な どまでふれ る必要が ある。 もし,訳す な ら,語 の
対訳では な く,こ の よ うな説明 を訳す方が いいが,そ れ を訳 さなければ理
解で きない よ うでは,中 級の授業 とは言 えない。
日本語 による 日本語の解説 とい うもの は,慣 れ ない外国学生 には,当 初
困難に感 じられ る ものである。上にあげた よ うな,対 応 す る訳のある場合
こそ,目 本語に よる解 説に慣 れ させ るよい機会である。学習者は この よ う
な訓練 を経て,辞 書 を活用す るこ とを覚えるのである。
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13]文法の指導 につ いて
中級 で新た に学ぶ文法事項 と しては,「 くだ さる,あ げ る,も ら う,や
る,く れ る」 などの受給 関係,敬 語 の用法,「… す るよ うになる,一.甲す
るよ うにす る」,、「一 ・す るこ とになる・・一 す ることにす る」な ど自他 対応
す る ものなどのほか,文 の構造に関す る ものな どがある。 このよ うな もの
は,た だ説 明す るのみ でな く,同 様 な形 の例 文を作 らせ て練 習 させな くて
はな らない。
初級 で学ぶ文法事項が確実に把握 されてい ない と,中 級 にな って弱点 と
して表われて くることがあ る。 この よ うな ときは,文 法事項 を整 理 して,






中級では,目 本語によって自由に作文させるよりも,テキス トに出て く
る語句や表現をできるだけ利用して,与 えられた主題について作文をする
とい うのが適当である。たとえば,語研教材に 「日本人の食生活」 という
課があるが,そ こに出て くるこ とばをできるだけ多 く使って,「私の国の
食生活」 という題で作文 させる。これによって,表現の道具 としての こと
ぱの使い方 を習得 させるのである。個個の語句を使って短文を作れ とい う
のは,単 なる例文を作るにすぎず,そ のすとばの使い方 ≧思考の結びつき
方が弱い。表現の練習としては十分ではない。
このような練習は宿題 として課 レ・提出 した 文を教師が添削 して返す。




文の読み方 も注意 して指導 しなけれ ばならない。単に文字 を読むだ けで
な く,文 脈 をたε り,正 しく文意 を把握す るた めには・読み方 も正 しくな
ければな らない。
テ キス トの中のこ とば を既習語で言いか えた り,文 の大意 を要約 した り
す ることも,理 解 と表現 の練習 として効果が ある。
中級教材 では,「です ・ます」体 のほか・・「である」体が多 く採用 され る
よ うにな る。「で ある」体か ら 「です ・ます」体に,ま た,そ の逆 に文体
を転換す る練習は欠かせ ない ものである。 どのよ うな文体 でも理解 ・表現
ともにで きる ようにするのにこ の練習 は有 効である。
中級では多読 よ りも精読に重点をお くが,既 習語 を多 く含 む応 用文を与
えて,短 時問で大意 をつかむ多読的練習 も,上 級への準備 と して与え ると
よい。このよ うな応用練習の材料は,新 聞 ・雑誌 ・一般書籍な どか ら適 当目
な ものを見つ け出す ことがで きる。
[51聴解の指導にっいて'.
「読み ・書 き ・話す」ほかに聞 く能力 を強化 す るこ とも中級の学習 と し
て忘れてはな らないことである。聞 き方 の指導 として,つ ぎの よ うな こ と
を行 な う。
テキス トを聞 き,理解す る練習 としては,新 しい課の読解 を終えた とき・
前 もって録音 しておいたテキス トを聞かせ,そ れにつ いて問答 をす る。'教
師 自身が読んでは質問 し,読 んでは質 問をす る とい う形 よ りも,テ ープを
い っ しょに聞いて,そ れについて話 し合 うとい うや り方 の方 が聴解 の訓 練
と して実際的である。
その課で習 った語句や構 文 を使 った短 文 を閏 きとらせて・ 意味 を言わせ
る。また・語句や構文が似 て意味のちが うふたつの文を聞かせて・その ち
が いを指摘 させ るQ
未知の語句 を含む文 を聞かせ,大 意 を把握す る練習 をす る。その際,未
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知 の ことば を自分で摘出 して辞書で調べ させ る。
ラジオ ・テ レビな どか ら,適 当な もの を取 り,聞 きとらせ て理解 の練 習
をさせ る。 自分で 自由にテ ープを止めては何回 も繰 り返 し聞かせ る。 その
ため,多 人数の クラスでは語学演習装置(LL)を 利用す るとよい。 聞 きと
った ことが らを紙 に書かせ,理 解度 を調べ る。 この練習は 目本語に よる講
義 を聞 き,ノ ー トを取 るた めには,欠 くこ とのできない ものである。
V皿 漢字の指導について'
日本語教育で漢字をどのよ うに扱 うかとい うことは,い ろいろ意見が分
かれるところである。そ紅によって,漢宇を教える時期,教 材中での漢字
の扱い方などに差異を生 じてくる。これは,日 本語とい う言語の中に 占め
る漢字とい うものの地位についての認識の相異に基づ くも のと思われ る。
日本語における漢字は,外 国語における個個の アル フ ァペットとちがっ
て,単 なる音の表記ではな く,ことばをつ くる要素である。漢字を教える
ときは,あ ることばが漢字ではこう書かれる,とい う ことぱか りでなく,
その漢字が造語要素 としてもつ意義を知 らせることが大切である。
アメ リカなどの 日本語教育では,知 っている漢字の数でもって学力の程
度を計る尺度 とする傾向があるが,漢 宇をい くつ知 っているかとい う数よ
りも,その漢字がどのような意義をもっていて,単独にはどのように眞わ
れ,熟 語 としてはどの字 と結合 して,ど のような意味のことばとなるか,





反面,わ ずかの差異で他の字 と区別されるよ.うなものもある。た とえ
ば,「田」の字を形づ くる口と中の+は 必ず しも正確に接触 していな く
ても,他の字 と混同する ことはない。 月や 目の中の ニも同様である,
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このような点は深 く注意を払 う必要はないが,土 とエ,右 と石のよ.う
に交差するか しないか,人 と入のようにどの点で接触するか,八 とハ
のように{申ばすか止めるかなどは,そ れによって字が区別されるので







.で,指 だけで,な ん度 もなん度も,繰 り返 し書 くのがよい。
4.新出漢宇ばか り,1字:につき20くらい並べて書かせることと,テ キ
ス トの全文を書き写すことを宿題 として与える。 これ を直す と きは・
字の じょうず,へ たは問題とせず,示 差的差異の部分が正 しいか どう
かに重点をお く。字を覚えるために書 くのであって,う まい字を書 く
とい うことは,こ の揚合の目標ではない、
5。教室で行な う口頭練習に相 当する文を書いて与え・答を文字 で書か
・せる。これは漢字をひとつの字として覚え喬ばか りでなく,文の中に
使われる文字 として,そ の漢字を習得させるためである。 そのほか,
「表現の指導について」のところで述べた練習は・すべて漢字 の練習
としても重要なことである。
6,字源的解説 をして漢字を覚えさせようとす るのは成功 しない。 簡単
なものや,明 らかなものはいいが,すべての漢字を字源的に説明 しな
いと満足 しないとい う癖をつけると,いつか行きづまって しま う。
7.認識速度 を高める練習をしなければならない。1宇1字 を認識する
練習,類 字と区別する練習もあわせて行なう。また,語 句,短 文の中
での認識の速さも問題 となる。 この練習には・フラッシュカー ド・ス
ライ ド,Sミ リ映画,和 文タイプライター(直接活字を 見 る の で な
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く,配列表を見て打つ式のもの〉などを利用することができる。
8,漢字のテス トをできるだけ多 く行なう。 読み方,書 き方,速 度,正
確 さ,誤字 ・誤用の発見と訂正などをテス トする。
9.同音異義の語を整理すること,既習の他の漢字と組んでつ くる熟語
を示すことなどによって,漢字の機能についての知識を与える。







D【 総 括 的 に
1・教師は教材中の語句・漢字・文法・藷法・用例などについて,周到
な準備をして授業に行かなければならない。教材が日本語であ り,初
級 と比べて学生もどうにか話せるので,と か く準備 を怠 りが ちだが,
授業の効果は教材の良否よりも,教 師の準備に左右 されるところが多
い。
2,教師は準備 したものをすべて使用 しようとするあま り,解説に終始
するようなことがあってはならない。準備は授業を最も効果的に行な
うためのものであることを忘れてはならない。
3・教師が学習者の母国語に通 じていて臨 授業中に使用 しない方がよ
い。特に教材を母国語に翻訳することは避けなければならない。母国
語に訳さなければ理解できない,ま た教えられないとい うのは,学 習









6・ふつ うの 日本語学習者は将来 日本語によって他の何 ものかを学ぶ こ





ばならない。 日本語を教えると同時に,絶 えず 目本諾を学ぶ心がけが
大切である。
8・以上に述べた ことは,中級教材 を扱 うに必要なことがらの 全部では
ない。上に述べたことを円滑に行ない,よ り効果的な教育を行なうた
めには,実 際上の教授技術,視 聴覚的器具 ・機械の利用など,研究す
べきことが多いが,そ れについては別の機会に述ぺることとする。
(1966年5月)
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